
中国考古学の諸問題⇔（樋口）

一
．
0

一”’

ho

O　IOcm

巫、
0

鱗　！～2．1式，3～5．II式，6～8．III式，9～10．　IV式

爵11．1式，12～15．II式，16～17．1王1式，18～20．1V式

鈷
で
は
、
あ
た
ら
し
い
陳
列
ケ
ー
ス
に
仰
画
期
か
ら
の
土
器
を
い
れ
、
春
秋
は

四
期
、
戦
国
も
四
期
に
わ
け
て
い
る
。
北
京
の
考
古
学
研
究
所
で
も
、
こ
の
陳

列
ケ
ー
ス
に
は
仰
紹
期
か
ら
の
土
器
が
な
ら
ん
で
い
て
、
春
秋
は
二
群
、
、
戦
国

六
群
、
し
た
が
っ
て
計
八
期
に
な
る
。
爾
の
あ
る
を
も
っ
て
春
秋
の
か
ぎ
り
と

し
て
い
る
が
、
い
つ
れ
こ
の
二
群
も
春
秋
末
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
長

沙
の
土
器
を
三
分
し
て
戦
国
二
期
、
漢
一
期
と
し
て
い
み
。
戦
国
二
期
も
、
そ

の
終
末
の
時
期
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
も
ろ
う
ん
、
試
論
的
な
も
の
で
、
公

表
ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
日
の
か
か
る
こ
と
と
お
も
う
が
、
と
に
か
く
、
ど

こ
で
も
土
器
の
編
年
に
は
、
r
た
い
へ
ん
よ
く
注
意
し
て
い
る
の
で
、
殺
、
周
、

漢
の
土
器
が
、
そ
の
全
貌
を
し
め
す
日
も
、
案
外
に
ち
か
い
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
る
。

四
、
古

鏡

樋
　
口
　
隆
　
康

　
た
び
た
び
繰
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
解
放
後
の
中
国
考
古
学
は
全
く
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
た
だ
そ
れ
は
出
土
地
の
明
ら
か
な
新
資
料
の
飛
躍
的
増

加
と
い
う
点
に
お
い
て
、
と
く
に
著
し
い
わ
け
で
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
し

た
個
々
の
研
究
は
、
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状

で
あ
る
。
こ
の
点
は
古
鏡
の
研
究
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
新
出

古
鏡
の
数
は
千
を
以
て
数
え
う
る
ほ
ど
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
研
究
活
動

の
分
野
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
著
し
い
業
績
が
な
く
、
む
し
ろ
資
料
の
整
備
に

重
点
を
お
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
中
国
で
出
版
せ
ら
れ
て
い
る
諸
書
の

う
ち
か
ら
、
古
鏡
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
ど
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
概
説
的
な
論
文
と
し
て
は
、
左
記
の
も
の
が
あ
る
。

　
王
士
倫
「
談
談
我
国
古
代
的
銅
鏡
」
　
　
　
　
　
　
（
通
訊
五
五
の
六
）

　
猛
士
倫
「
試
談
中
国
壷
金
壷
飾
的
発
展
」
　
　
　
　
（
活
造
五
七
の
八
）

　
沈
従
文
「
古
代
鏡
子
的
芸
術
特
徴
」
　
　
　
　
　
　
　
（
文
参
五
七
の
八
）
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張
開
友
「
書
聖
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
車
曳
五
七
の
八
）

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
一
つ
の
説
を
論
証
し
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

て
、
古
鏡
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
概
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
製
作
過
程
、
形
式
分
類
、
丈
様
、
銘
文
と
各
分
野
に
お
よ
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
は
別
に
事
新
し
い
知
見
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
成
分
分
析
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
小
松
・
山
内
両
博
士
の
研
究
を
そ
の

ま
ま
採
用
し
て
い
る
な
ど
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
長
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

中
国
学
者
の
古
典
に
対
す
る
深
い
造
詣
が
所
々
に
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
沈
従

黒
氏
が
戦
国
鏡
の
う
ち
で
、
変
様
羽
状
序
文
地
獣
形
鏡
の
な
か
の
鼠
形
を
し
た

長
尾
獣
を
爾
雅
拘
留
や
広
韻
に
で
て
く
る
蛙
と
呼
ん
で
い
る
が
ご
と
き
、
そ
の

当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
一
つ
の
説
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
概
説
文
よ
り
も
、
わ
れ
わ
れ
に
は
新
出
資
料
の
紹
介
が
よ

り
注
屠
さ
れ
る
。
い
ま
、
一
九
五
〇
年
以
後
の
各
種
出
版
物
（
文
物
参
考
資
料
、

考
古
学
報
、
考
古
通
訊
な
ど
）
に
掲
載
せ
ら
れ
た
も
の
だ
け
を
例
に
と
っ
て
み

て
も
、
戦
国
堅
約
九
〇
面
、
前
漢
鏡
約
六
〇
面
、
後
漢
六
朝
鏡
約
＝
○
面
、

唐
宋
鏡
約
二
五
面
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
そ
の
出
土
地
は
、
遼
寧
、
河
北
、
山
東
、

河
南
、
山
西
、
陳
西
、
甘
粛
、
安
徽
、
江
蘇
、
桜
江
、
江
西
、
湖
北
、
湖
南
、

広
東
、
広
西
、
四
川
、
雲
南
の
各
省
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
事
実
は
今
後
の

島
国
研
究
の
上
に
、
ぎ
わ
め
て
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

た
だ
こ
こ
で
遺
憾
と
さ
れ
る
の
は
、
折
角
出
土
地
が
判
明
し
な
が
ら
、
そ
の
出

土
状
態
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
や
、
鏡
の
拓
本
や
写
真
の
発
表
せ
ら
れ
て
い

な
い
も
の
が
、
た
び
た
び
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
地
域
か
ら
多
数
の
古
鏡
を
出
土
し
た
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
第
一
に
は
湖
南
省
長
沙
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
瀬
野
を
超
え
る

古
鏡
が
当
地
の
文
物
エ
作
委
員
会
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
を
笙
考
は
実
見
し
た
。

そ
の
な
か
に
は
戦
国
鏡
あ
り
、
前
漢
鏡
あ
り
、
後
漢
、
三
国
、
六
朝
、
晴
唐
か

ら
宋
元
に
至
る
各
時
代
の
鏡
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち

の
一
部
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
李
正
光
「
玄
談
長
沙
出
土
的
戦
国
時
代
銅
鏡
」
　
　
　
（
黙
劇
五
七
の
一
）

　
こ
の
論
文
は
、
長
沙
目
土
古
鏡
の
う
ち
で
も
最
も
数
の
多
い
戦
国
鏡
を
整
理
、

研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
体
戦
国
鏡
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
は
、
梅
原
博

士
の
『
漢
以
前
の
古
鏡
の
研
究
』
　
（
昭
和
十
一
年
）
を
嚇
矢
と
し
、
ほ
ぼ
体
系

が
確
立
さ
れ
た
。
一
方
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
…
ル
グ
レ
ン
氏
が
、
ま
た
別
の
角

度
か
ら
新
編
成
さ
れ
て
、
．
．
国
。
巴
p
け
治
国
p
口
、
、
（
ヒ
d
鼠
H
ッ
国
》
　
Z
O
◎
　
H
O
◎
鳩
　
μ
㊤
同
日
）

と
い
う
論
文
を
出
さ
れ
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、
梁
上
椿
氏
が
『
岩
窟
書
写
』

第
一
冊
（
昆
国
二
九
年
一
九
四
〇
）
に
お
い
て
、
さ
き
の
両
氏
の
説
を
採
っ
て
、

再
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
鏡
式
の
分
類
と
編
年
が
主
な
る
テ
…
マ

で
あ
っ
た
が
、
鏡
式
の
分
類
に
お
い
て
は
、
多
少
の
差
違
は
あ
っ
て
も
、
一
応

体
系
は
確
立
さ
れ
た
観
が
深
い
。
た
だ
編
年
に
つ
い
て
は
、
学
術
発
掘
に
よ
る

第
一
級
の
資
料
が
少
な
い
こ
と
と
、
紀
年
鏡
を
み
な
い
こ
と
の
た
め
に
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。

　
李
正
光
氏
の
こ
の
論
文
は
、
戦
国
鏡
の
研
究
と
し
て
は
、
梁
上
椿
氏
の
そ
れ

に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
同
氏
に
よ
る
と
、
一
九
五
三
年
よ
り
五
五
年
の
間
に
、

長
沙
で
八
五
四
基
の
戦
国
墓
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
六
九
基
の
墓
か
ら

一
穴
九
面
の
銅
鏡
が
で
た
と
い
う
。
だ
い
た
い
五
ケ
月
墓
の
う
ち
の
一
基
に
、

一
面
の
鏡
が
で
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
数
年
来
に
湖
南
省
文
物
管

理
委
員
会
が
収
集
し
た
同
翼
鏡
を
も
ふ
く
め
て
、
李
氏
は
こ
の
戦
国
鏡
の
整
理

研
究
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
採
用
し
た
資
料
は
、
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先
学
の
三
人
の
著
録
に
は
見
ら
れ
な
い
新
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
三
著
を
み
る
と
、
長
沙
出
土
鏡
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
カ
ー
ル

グ
レ
ン
に
細
文
地
花
葉
文
鏡
一
面
、
梁
上
椿
に
山
登
文
鏡
一
面
が
あ
る
だ
け
で

あ
る
。

　
ま
ず
形
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
い
ま
李
氏
の
分
類
を
梅
原
博
士
の
も
の
と
比

較
し
て
み
る
と
、

　
（
李
正
光
氏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
梅
原
博
士
）

　
一
、
素
　
　
鏡

　
二
、
純
地
紋
鏡

　
　
　
1
、
雲
紋
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雷
交
鏡
・
渦
文
地
鏡

　
　
　
2
、
羽
状
紋
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
様
羽
状
獣
文
地
心

　
三
、
羽
状
紋
地
葉
状
紋
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
四
、
羽
状
紋
地
山
字
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
字
文
鏡

　
五
、
羽
状
紋
地
菱
紋
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
菱
交
鏡

　
山
ハ
、
　
謄
嵩
立
地
弧
い
崩
紋
二
輪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
弧
交
倍
肌

　
七
、
雲
紋
地
龍
鳳
紋
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
趣
文
鏡

　
八
、
羽
状
紋
地
四
獣
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
線
式
獣
文
鏡

　
九
、
透
彫
蟻
置
紋
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟻
璃
透
文
鏡

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
名
称
に
は
差
異
が
あ
る
が
、
原
則
は
ほ
ぼ
梅
原
博
士
の

分
類
法
に
従
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
カ
…
ル
グ
レ
ン
の
ご
と
く
、
独
自
の
分
類

基
準
を
た
て
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
一
方
面
代
馬
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
新
資
料
が
出
土
古
墳
と
伴
出
品
を
明

か
に
し
て
い
る
点
で
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
考
古
研
究

所
が
著
し
た
『
長
沙
発
掘
報
告
』
（
一
九
五
七
年
）
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

長
沙
の
戦
国
墓
の
編
年
は
、
劃
葬
の
陶
器
の
組
合
せ
と
、
伴
出
の
古
銭
を
韮
礎

に
し
て
組
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
陶
器
の
う
ち
で
、
壷
と
敦
と

鼎
の
三
器
を
セ
ッ
ト
と
す
る
副
葬
例
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
墓
は
大
体

戦
国
時
代
の
中
・
晩
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
よ
り
も
早
い
戦
国
初
期

の
も
の
と
し
て
は
、
懸
隔
を
副
葬
す
る
墓
が
あ
げ
ら
れ
て
を
り
、
一
方
時
代
の

下
る
西
漢
代
の
も
の
か
ら
は
陶
盆
が
で
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
墓
か

ら
出
土
す
る
鏡
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
陶
隅
を
副
葬
し
て
戦
国
初
期
の
墓
と
考
え

ら
れ
る
5
2
・
2
6
号
墓
か
ら
素
文
鏡
が
で
て
お
り
、
李
氏
は
こ
れ
を
戦
国
鏡
の
早

　
　
　
　
　
8

い
タ
イ
プ
の
代
表
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
陶
鼎
、
陶
敦
、
陶
壷
を
有
す
る
中
晩
期
の
墓
か
ら
は
、
そ
の

他
の
各
種
の
形
式
鏡
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
湿
熱
初
期
の
墓
か
ら
も
、

蟻
蜻
文
鏡
の
出
土
し
た
例
が
一
二
し
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
基
に
し
て
、

李
氏
は
戦
国
鏡
の
変
遷
に
つ
い
て
、
次
の
ご
と
き
法
則
を
立
て
た
。
す
な
わ
ち

図
文
の
簡
単
な
も
の
か
ら
、
複
雑
精
美
な
も
の
へ
移
行
し
、
鏡
胎
は
薄
手
の
も

の
が
古
く
、
厚
手
の
も
の
が
時
代
下
る
。
形
は
小
形
の
も
の
か
ら
大
形
化
し
て

行
き
、
縁
の
な
い
も
の
が
古
く
、
縁
の
あ
る
も
の
が
新
し
い
と
い
う
変
遷
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
長
沙
に
次
い
で
主
要
な
古
鏡
出
土
地
と
さ
れ
る
の
は
藤
江
省
紹
興
で
あ
る
。

こ
の
地
は
戦
国
時
代
に
は
三
国
に
属
し
、
名
剣
の
産
で
し
ら
れ
、
古
来
重
心
の

一
つ
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
こ
の
鏡
に
つ
い
て
は
、
梅
原
博
士
の
『
紹
興

古
鏡
聚
英
』
　
（
昭
郷
十
四
年
）
と
い
う
大
著
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
に
後
漢
末

か
ら
呉
代
の
年
号
を
も
つ
漸
漸
神
獣
鏡
、
半
円
方
形
帯
神
獣
鏡
が
十
面
ば
か
り

と
、
各
種
の
画
象
鏡
五
十
面
余
り
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
解
放
後
の
報
告
中
に

は
、
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王
士
倫
「
紹
興
的
古
代
銅
鏡
」
　
　
　
　
　
　
　
（
通
訊
一
九
五
六
の
6
）

　
暖
帯
省
文
物
管
理
委
員
会
「
紹
興
溜
濃
鼠
漢
墓
」
　
（
学
報
一
九
五
七
の
一
）

　
王
士
倫
『
鶏
魚
出
土
銅
鏡
選
集
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
八
）

が
あ
る
．
こ
の
旗
ち
『
選
集
」
に
は
五
五
面
の
古
鏡
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
紹
興
古
鏡
の
主
流
を
な
し
た
画
象
鏡
以
外
に
、
連
弧
文
略

素
見
、
四
乳
四
題
文
鏡
な
ど
の
前
漢
鏡
、
方
格
規
矩
四
神
鏡
、
獣
帯
鏡
、
盤
掛

鏡
、
画
文
士
環
状
乳
神
獣
鏡
、
蔓
鳳
鏡
の
後
漢
六
朝
鏡
、
そ
の
ほ
か
唐
、
宋
ハ

明
代
の
諸
鏡
ま
で
あ
っ
て
、
梅
原
博
士
の
著
録
に
は
み
な
か
っ
た
鏡
式
の
多
様

化
が
み
ら
れ
る
。
個
々
の
鏡
に
つ
い
て
み
る
と
画
象
鏡
の
う
ち
、
図
版
一
四
に
．

拓
本
を
の
せ
た
神
人
車
馬
鏡
が
梅
原
博
士
著
録
図
版
二
〇
と
同
一
器
で
あ
る
ら

し
い
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
が
後
者
の
図
録
に
な
い
新
資
料
で
あ
る
。
ま
た
紀
年

鏡
と
し
て
図
版
第
二
八
に
あ
げ
た
中
平
四
年
註
文
帯
環
状
乳
神
獣
鏡
は
、
私
も

紹興出土　径15．9c皿（王氏選集より）

上
海
博
物
館
で
実

見
し
ふ
　
「
新
中
国

で
着
目
し
た
漢
六

朝
鏡
」
　
（
考
古
学
．

雑
誌
四
三
の
二
）

の
な
か
で
紹
介
し

て
お
い
た
が
、
一

般
に
六
朝
鏡
と
い

わ
れ
て
い
た
本
式

鏡
の
成
立
を
遡
ら

せ
る
重
要
な
資
料

で
あ
る
、
こ
の
ほ

か
興
の
洪
武
二
十
二
年
の
紀
年
鏡
も
で
て
い
る
。

　
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
河
南
省
洛
陽
で
あ
る
。
洛
陽
は
古
来
か
ら
「
生
は
蘇

杭
に
、
死
は
郎
山
に
」
と
い
わ
れ
た
有
名
な
墳
墓
の
地
で
あ
る
が
、
一
九
五
三

年
か
ら
五
五
年
に
わ
た
っ
て
、
音
代
都
城
（
い
ま
の
城
東
二
五
里
に
あ
る
寒
冷

故
城
に
あ
た
る
）
の
西
方
地
区
で
、
五
四
基
の
晋
代
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
の

報
告
は
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第
二
隊
「
洛
陽
巫
日
墓
的
発
掘
」
　
（
考
古
学

耀
九
難
句
）
（
歌
謡
菱
離
隔
諌
糠
薄
舞

あ
っ
て
、
そ
の
営
造
年
代
が
脅
代
に
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
の
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
合
せ
て
二
四
面
の
銅
鏡
が
で
た
。
そ
の
鏡
式
を
み
る
と
、

逆
襲
文
寒
帯
鏡
（
日
光
鏡
と
昭
明
鏡
）
、
内
行
花
文
鏡
、
方
格
規
矩
鏡
、
憂
鳳

鏡
、
位
至
三
公
双
画
壇
、
画
文
壇
環
状
乳
神
獣
鏡
な
ど
の
諸
型
式
が
あ
る
。
た

だ
こ
れ
ら
の
鏡
が
ど
の
墓
か
ら
い
か
な
る
遺
物
と
伴
出
し
た
か
に
つ
い
て
は
、

全
く
記
述
が
な
い
の
を
遣
憾
と
が
る
が
、
こ
の
う
ち
に
前
漢
鏡
、
後
漢
鏡
の
類

を
み
う
け
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
ろ
み
に
各
鏡
式
の
数
を
し
ら
べ
て

み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
、
巫
日
代
に
近
い
製
作
と
さ
れ
る
位
至
三
公
鏡
が
八
面
、

六
禽
文
鏡
が
二
面
で
あ
る
の
を
除
い
て
は
、
他
は
、
一
面
つ
つ
で
あ
る
。
中
国

に
お
い
て
も
伝
世
鏡
の
存
在
を
示
す
有
力
な
資
料
で
あ
る
が
、
彼
地
に
お
い
て

は
、
日
本
ほ
ど
に
伝
世
と
い
う
こ
と
が
特
殊
視
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
殆
ど

こ
れ
に
ふ
れ
る
も
の
が
な
い
。
も
っ
と
も
蔓
鳳
雛
に
つ
い
て
は
、
西
安
な
ど
に

お
い
て
も
六
朝
墓
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
中
国
の
学
者
は
、
こ
れ
を
南
北
朝
代

の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
蒋
績
初
が
紹
介
し
て
い
る
「
揚
州
地
区
出
土
的
銅
鏡
」
．
（
文
無
一
九
五

七
の
8
）
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
来
、
江
蘇
省
文
物
管
理
委
員
会
と
南
京
博
物
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院
が
越
河
治
水
工
事
に
関
聯
し
た
遺
跡
調
査
に
お
い
て
、
多
数
の
古
鏡
が
出
土
、

し
た
。
こ
こ
で
も
蜻
遅
配
鏡
な
ど
の
戦
国
鏡
、
星
雲
鏡
、
草
葉
文
鏡
、
連
弧
銘

銘
盆
鏡
、
四
乳
四
庖
交
鏡
な
ど
の
前
漢
鏡
、
方
格
規
矩
鏡
、
画
象
鏡
な
ど
の
後

漢
鏡
、
湖
州
鏡
そ
の
他
の
宋
、
明
．
鏡
に
い
た
る
各
時
代
、
各
種
の
鏡
が
出
土
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
出
土
古
墳
に
つ
い
て
の
説
明
が
全
く
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
大
体
一
地
区
か
ら
相
当
数
量
出
土
し
た
古
鏡
の
新
資
料
で
あ
る
が
、

こ
の
ほ
か
単
独
の
地
域
か
ら
出
た
古
鏡
の
う
ち
に
も
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
い

く
つ
か
あ
る
。
四
川
省
成
都
市
羊
子
山
出
土
の
戦
国
鏡
（
考
古
学
報
一
九
五
六

の
4
）
は
、
銅
器
に
施
さ
れ
た
と
同
じ
怪
獣
文
の
一
部
を
鉦
を
中
心
に
し
て
、

四
廻
旋
さ
せ
た
特
殊
な
図
形
で
あ
る
が
、
同
一
式
鏡
を
湖
北
省
の
博
物
館
で
も

み
た
ご
と
き
は
そ
れ
で
あ
る
。

長沙出土径10，7cm（湖北省博物館）

　
以
上
、
解
放
後
の

中
国
に
お
け
る
古
鏡

に
つ
い
て
の
新
資
料

と
、
そ
の
研
究
の
動

き
に
つ
い
て
通
観
し

だ
が
、
同
じ
対
象
を

と
り
あ
つ
か
い
な
が

ら
、
中
国
の
学
者
と
、

日
本
の
学
者
と
の
古

鏡
に
対
す
る
観
点
が

か
な
り
異
る
こ
と
を

痛
感
す
る
。
中
国
に

お
け
る
古
鏡
は
、
古

墳
の
副
葬
品
全
体
か
ら
み
る
場
合
、
重
要
性
に
お
い
て
劣
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

鏡
は
工
芸
品
作
品
と
し
て
の
み
理
解
せ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
と

く
に
重
視
さ
れ
て
い
る
特
殊
な
社
会
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
あ
ま
り

追
求
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
価
値
の
高
い
新
資
料
の
多
数
の
出
現
が
、
今
日

の
中
国
古
鏡
の
研
究
の
行
詰
り
を
打
開
す
る
強
力
な
刺
戟
に
な
る
こ
と
は
、
大

い
に
期
待
さ
れ
よ
う
。
そ
の
点
で
わ
た
く
し
が
最
も
疑
問
と
さ
れ
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
資
料
の
報
告
書
に
お
け
る
取
扱
い
方
で
あ
る
。
単
独
の
古
墳
の
調
査
報

告
の
場
合
は
、
鏡
の
出
土
状
態
や
鏡
そ
の
も
の
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
ま
だ
ま
し
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
鏡
に
つ
い
て
の
記
述
は
き
わ
め
て
簡
単

で
あ
る
。
ま
し
て
一
古
墳
群
の
一
括
調
査
報
告
の
場
合
、
た
と
え
鏡
の
写
真
や

図
が
あ
げ
て
あ
っ
て
も
、
個
々
の
鏡
が
ど
の
古
墳
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で

出
土
し
た
か
を
明
記
し
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と

り
あ
つ
か
い
は
、
中
国
に
お
け
る
古
鏡
が
考
古
学
上
に
占
め
る
比
重
が
軽
い
と

い
う
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
古
鏡
研
究
の
新
展
開
に
は
、

美
術
的
価
値
の
高
い
資
料
よ
り
も
、
出
土
状
態
の
明
か
な
も
の
が
絶
対
的
に
重

要
な
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
の
記
述
は
、
あ
く
ま
で
も
極
明
に
願
い
た
い

も
の
で
あ
る
。
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